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 　本論のインタビュイーである Bさんへのインタビューは，X年 7月に，大学内の面接室にて，著








 　境（2016）では，上記の 2条件を満たした 3名（女性 1名，男性 2名）にインタビューを実施し
た。本論では，そのうちの以下の Bさんの語りに着目し，再分析を行った。 











































































































































































































































































































































































































































 　2）‒1日常と非日常が交錯する四国遍路に関する Bさんの両価的な思い 
 　Bさんにとって，四国の非日常性は，遍路とお接待の存在である。Bさんは普段「周りに白衣を
着て歩いてる人おれへん」（L699）ところで生活している。「歩いてはる人に敬意を表して，何か
こうしたろうっていうような思い」（L697～ 698）は，Bさんが住んでいる Y県にはない，と Bさ
んは言う。そのようなことを Bさんは「単純に凄いと思」（L700）っている。お接待の文化も「四







































































































































































る「気づき」，精神分析では「洞察」，フォーカシングでは「フェルトシフト」7）（Gendlin, 1996, pp. 
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